


1950年代衣のパグ~9-rズララプれブラル〔ノーr グ

ぞこには一成ミューシシャンとぞθ彦楽に心殿すo

若ぎフランス人との熱い友情のFヲマがあった。
紫煙とフォービートにまみれた 50年代伝説のジャ

ズ・クラブ「ブルーノート」を舞台に、破滅型の黒

人ジャズマンと、彼の音楽に心酔し、彼に庇護の

手をさしのべた若者との熱い物語。これは、ジャズ・

ピアノの巨人バド・パウエルとイラストレータ一、

フランシス・ポードラとの交流の実話をもとにした、

心を揺 3 ぶる感動のドラマである。

全篇を彩る名曲の数々、ブルーノー卜所縁の第一

線プレイヤーによる白熱のライブ・セッション、そ

して完壁に再現された 50年代ジャズ・シーン。まさ

に、映画ファンはもちろん、ジャズ・ファン、さら

に全ての音楽ファンが待ち望んでいた作品である。

50年代ジャズとジャズメンへの人一倍の思いを込

めて脚本・監督した「田舎の日曜日」の巨匠ベルト

ラン・タベルニエの他、「ライト・スタッフ J r ロッ

キ- 4J の製作アーウィン・ウインクラーのもとに、

「愛と哀しみの果て」の脚本デビッド・レイフィル、

「田舎の日曜日」の撮影ブルーノ・デイ・力イゼル、「ア

ノてー卜の鍵貸します」の美術アレキサンダー・卜口

ーナーという超一流スタッフと、現役ミュージシャ

ンを含む豪華キャストが結集している。

ト ストーリー ||
パリ、 1959 年。氷い問、テナー・サックスの巨匠

として君臨してきたデイル・ターナー( 0 ・ゴード

ン)が、アメリカから、クラブホブルーノート。に

出演する為にやって来た。彼を迎えたのは、クラブ

の音楽監督でピアニス卜のエデイ・ウェイン (H •

ハンコック)やパイブのエース( B ・ハッチャーソ

ン)といった仲間違と、クラブのオーナ一、ベン( J.

ペリー)らであった。観客を魅了した彼の第一夜の

ステージを、外のしかも降りしきる雨の中、たたず

んで聞いている若者がいた。妻と別れ、 9 歳になる

愛娘のベランジエール (G ・アケール)と二人暮らし

の貧しいグラフィック・デザイナ一、フランシス・

ボーリエ( F ・クリューゼ)であった。

ある日、連日通いつめていたフランシスと演奏を

終えたデイルがバッタリと顔を合わせたその時から、

いつしか二人の問には、友情が芽生えていった。しか

し、デイルは酒に溺れ、遂には病院に運ばれる始末。

心配したフランシスは彼を自宅に引き取り、献身的

に看病し、その後も彼を陰で支えながら、充実した

日々を送った。 やがて、数々の思い出を残してデ

イルがニューヨークに帰る日がやって来た。音楽で

結ぼれた友情の別れのときは静かに近付いていた・…。
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*スタッフ*

製 作...・ H・..アーウィン・ウインクラー

監 督...・ H・..…ベルトラン・タベルニエ

脚 本…....・ H・-…デビッド・レイフィル

グ ...・ H・..…ベルトラン・タベルニエ

撮影監督....・ H・-フルーノ・ディ・カイゼル

撮 影....・ M ・...・ H ・...フィリップ・パーン

音楽・作曲・指揮……ハーピー・ハンコック

*キャスト*

デクスター・ゴードン……デイル・ターナ一

フランソワ・クリューゼ……フランシス・ボーリエ

ガフリエル・アケール……ベランジエール

ロネット・マッキー………ターシー・レイ

クリスチーネ・パスカル…...・ H・..シルピィ

ハービー・ハンコック……エディ・ウェイン

ボビー・ハッチャーソン……...・ H・..エース

“ラウンド・ミッドナイト"
作曲/セ口ニアス・モンク、コーティー・ウィリアムス

パ一二一・八二ンゲン

演奏/ボビー・マクファーレン

“アズ・タイム・ゴーズ・パイ"
作曲/八一マン・アプフェルド

“ソサエティ・レッド"
作曲/デクスター・ゴードン

“フェアウォッチャー"

作曲/ケ二一・ド一八ム

演奏/チエツト・ベー力一

“ナウズ・ザ・タイム"
作曲/チャーリー・パ-力一

“ウナ・ノーチ z ・コン・フランシス"

作曲/パド・パウエル

“オータム・イン・ニューヨーク"

作曲/パーノン・テ‘ユーク

“ミニュイ・オ・シャンゼリゼ"
作曲/アンリ・ルノー

“ボディ・アンド・ソウル"

作曲/エドワード・八イマン、ロパート・サワ一

フランク・工イトン、ジョ二一・グリーン

“アイ・カパー・ザ・ウォーターフロント"
作曲/エドワード・八イマン、ジョ二一・グリーン

演奏/ガイ・マーチャンド

“ウォーターメロン・マン"
作曲/八一ピー・八ンコック

“ザ・ピーコックス"

作曲/ジョ二一・ロールズ

“イッツ・オンリー・ア・ペーパー・ムーン"
作曲/ビリー・ローズ、 E·Y ・八一パーグ

八口ルド・アーレン

“チボリ"
作曲/デクスター・ゴードン

“ハウ・ロング・ハズ・ディス・ピーン・ゴーインク・.オン?"
作曲/アイラ・ガーシュイン、ジョージ・ガーシユイン

演奏/ロネット・マッキ一、ジョ二一・グーリー

“プット・イッツ・ライト・ヒアー"
作曲/べシー・スミス

演奏/サンドラ・リーブス・フィリップス

“リズム・ア・ニング"
作曲/セ口ニアス・モンク

“アイ・ラブ・パリ"
作曲/コール・ポーター

“アイ・ラブ・ア・パーティ"

作曲/八一ビー・八ンコック、チャン・パー力一

“ワッツ・イズ・ディス・シング・コールデイツド・ラフ?"
作曲/コール・ポーター

演奏/ポピー・マクファーレン

“チャンズ・ソング"(“ネパー・セイド")
作曲/八一ビー・八ンコック、スティーピー・ワンダー

演奏/ボピー・マクファーレン
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